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一

　

は

じ

め

に

　
親
鸞
の

特
に

晩

年
期
に

お

け
る

表
現
変
遷
を

考
察
す
る

。

先
行
研
究

で

は

同
名
異
本
の

比

較
に

よ
っ

て
、

当
時
の

関
東
門
弟
に

よ

る

法
義
理

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（

1）

解
の

動
揺
と
の

関
連
が

指
摘
さ

れ

て

い

る
。

こ

の

論
を

う
け

筆
者
は

、

同

名
異

本
の

年
代
を

時
系
列
順
に

見

る

こ

と

に

よ
っ

て

問
題

の

展
開

、

ま

た
は

そ
の

起
因
と

な
っ

た
理
由
を

考
察
で

き

る

と

考
え

る
。

今
回
は

特
に

、

「

慶
喜
」

と

い

う
文

言
を
主

題
と

す
る

。

詳
細
は

以

下

に

述
べ

る

が
、

こ

の

「

慶
喜
」

の

文
言
は

親
鸞
晩
年
期
に

お
い

て
、

同
時
期
に

表
現

変
遷
が
幾
つ

か

施
さ

れ

て

い

る
。

「

慶
喜
」

の

文
言

の

中
で

本
研

究
で

は
、

特
に

「

正

信
念
仏
偈
」

の

讃
銘
部
分
を

中
心
に

見
て

い

く
。

二

　
教
忍

宛
消
息
の

「

慶
喜
」

の

字

釈
に
つ

い

て

　
親
鸞
の

晩
年
期
に

「

慶

喜
」

ら

れ
る

教
忍
宛
消
息
に

は
、

の

表
現
変
遷
の

理
由
と

な
っ

た

と

考
え

ま

た

慶
喜
と

ま
ふ

し

さ
ふ

ら
ふ

こ

と

は
、

他
力
の

信
心

を

え
て

、

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
　
　　

定
し

て
ん

ず
と

よ
ろ

こ

ぶ

こ

こ

ろ

を
ま
ふ

す
な

り
。

往
生
を
一

と

「

慶

喜
」

の

字
釈
が

あ
る

。

こ

の

消
息
は

「

十
二

月
廿
六

日
」

と

日

付
の

記

録
は

あ
る

が
、

年
期
の

記
載
が

な
い

。

先
行
研
究
で

は
、

年
期

推
定
の

根
拠
は

少
な
い

が

消
息
全
体
の

主

題
と

し
て

、

一

念
多
念

、

有

念
無
念
の

話
題
で

あ
る

こ

と

か

ら
、

建
長
三

年
も
し

く
は

七

年
の

も
の

と

推
測
さ
れ
る

。

ま
た

、

上

の
一

文
は

前
後
の

文
章
に

か

か

わ

り

な

く

突
然
挿
入
さ
れ
て

い

る

た

め
、

詳
細
は

不
明
だ

が
、

現
存
し

て

い

な
い

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
〔
3）

教
忍
の

質
問
状
に

「

慶
喜
」

に
つ

い

て

問
い

が

あ
っ

た

と

想
定
さ

れ

る
。

ま
ず

、

年
期

推
定
の

最
下

限

を
建
長
七

年
と

し

た

場
合
で

考
察
す
る

。

　
親

鸞
の

著
述

も
し
く
は

、

書

写
し

た

書
物

中、

「

慶
喜
」

の

使
用

は

十
余
例
と

そ
れ
ほ

ど

多
く
な
い

。

ま
た

建
長
七

年
十
二

月
二

十

六

日

以

前
に

高
田
系
の

門
弟
で

あ
る

教
忍
が

「

慶
喜
」

の

文
言
を
知
る

こ

と

の

出
来
る

書
物
は

か

な
り
限
定
さ

れ

る
。

そ

れ

を

挙
げ
る

と

国
宝

本
・

顕

智
本
「

浄
土

和
讃
」

、

建
長
本
『

尊
号
真
像
銘
文
』

、

専
修
寺
本
『

教

行

　
　
　

　
　
（

4）

信
証
』

で

あ
る

。

以
上

は

建
長
七

年
十
二

月
二

十
六

日

以
前
に

、

高
田

一 680 一
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（

5
）

系
の

門
弟
に

伝
持
さ

れ

た

書
物
で

あ
る

。

教
忍
の

当
時
の

周
辺
状

況
か

ら

推
察
す
る
と

、

こ

の

中
か

ら

「

慶

喜
」

の

文
言
を

知
り

、

親
鸞
に

質

問
し
た

可
能

性
が
高
い

と

考
え
ら

れ

る
。

次
に

、

「

正

信
念

仏
偈
」

の

讃
銘
部
分
と

教
忍
宛
消
息
の

関
連
性
を

中
心
に

考
え
て

い

く
。

三

　
建
長
七

年
以

後
に

お

け
る

「

慶
喜
」

の

変
遷

　
『

尊
号
真

像
銘
文
』

で

は

建
長

七

年
六

月
二

日
か

ら

正

嘉
二

年
六

月

二

十
八

日
の

三

年
の

問

に

「

慶
喜
」

の

字
釈
が

増
補

加
訂
ま
た

は

変
遷

し
て

い

る

箇
所
は

以

下
の

通

り
で

あ
る

。

・

能
発
一

念
喜

愛
心

と

い

ふ

は
、

　
団、

か

な
ら

ず
本
願
の

実
報
土

に

む

ま
る

と

し

る

べ

し
。

躑

肇

　
は
、

信
を
え
て
の

ち
に

よ

ろ

こ

ぶ

こ

こ

ろ
を
い

　
　

。

・

獲
信
見
敬

得
大
慶
と
い

ふ

は
、

こ

の

信
心
を
え

て

お

ほ

き
に

よ
ろ

こ

び

う

　
や
ま
ふ

ひ
と

と
い

ふ

也
。

ー

　
に

よ
ろ

こ

ぶ

と
い

　

。

（

建
長
本
か

ら

正

嘉
本
に

か

け
て

あ
っ

た
、

増
補
加
訂
ま
た

は

変
遷

部
分
を

波
線
部
で

挙
げ
る

。

）

ま
た

紙
数
の

都
合
上

、

紹
介
で

き
な
い

が
こ

の

三

年
間
に

年
代
の

異
な

る

『

唯
信

鈔
文
意
』

諸
本
の

五

本
中

、

光
徳
寺
本
・

正

月
十
一

日

本
・

正
月
二

十
七
日

本
・

正

嘉
本
の

四

本
が

成
立
し

て
い

る
。

そ
の

『

唯
信

鈔
文
意
』

の

同
名
異
本
中

、

最
も
古
い

親
鸞
七

十
入

歳
の

盛
岡
本

誓
寺

本
か

ら
比

較
し
て

も
、

後
の

四

本
と

の

間
に

「

慶
喜
」

の

字
釈
の

変
遷

親
鸞
の

年
代
に

お
け
る

表
現
変
遷
の

理

由
（

玉

　
木
）

　
　
　
　
（

7
）

が

見
ら

れ

る
。

こ

の

こ

と
は

、

親
鸞
が

建
長
七

年

頃
の

教
忍

か

ら

受
け

た

質
問
が

影
響
し

て

「

慶
喜
」

の

字
釈
が

変
遷
し

て
い

っ

た

と
い

う
傍

証
と

な
る

で

あ
ろ

う
。

ま
た

正
嘉

本
『

尊
号
真
像
銘
文
』

は

顕
智
の

伝

持

本
で

あ
り

、

教

忍
は

『

門

侶
交

名
牒
』

に

よ

れ

ば

顕

智
の

弟

子
で

　
　（
8
）

あ
っ

た
。

こ

の

こ

と

か

ら

建
長
本

『

尊
号
真
像
銘
文
』

を

見
た
教
忍
が

親

鸞
に

対
し

て

質
問
し

、

そ
の

こ

と

に

よ
っ

て

親
鸞
が

正
嘉
本
に

お

け

る

「

慶
喜
」

の

字
釈
を

増
補
加
訂
し

た
可
能

性
は

高
い

と

思

わ
れ
る

。

　
以

上

か

ら
、

建
長
七

年
に

教
忍

か

ら

受
け
た

「

慶
喜
」

の

質
問
に

親

鸞
が

対
応

し

た

結
果

、

幾
つ

か

の

「

慶

喜
」

の

表
現
が

晩
年
の

同
時
期

に

お
い

て

変
遷
し
て

い

っ

た

も
の

と

考
え
ら

れ
る

。

　
し

か

し
、

教
忍

宛

消
息
を

建

長

七

年
の

も
の

と

考
え
た

な
ら

ば
、

「

獲

信

見

敬
得

大

慶
」

部

分
の

推
敲
は

、

教

忍

宛
消

息
の

建

長
七

年

十
二

月
二

十
六

日

以

前
に

三

回

は

施
さ

れ
て

い

る

と

い

う
疑
問
が

残

る
。

ま
た

、

こ

の

消
息
は

先
述
し

た

よ

う
に

年
期
記
載
が
な
く

、

推
定

根
拠
と

な
る

も
の

は

話
題
の

み

で

あ
る

。

こ

の

こ

と

か

ら
、

筆
者
は
こ

の

消
息
は

も

う
少
し

年
期
が

遡
る

可

能

性
を

考
え
て

い

る
。

　

も
う
一

つ
、

こ

の

教
忍
宛
消
息
は

建
長
三

年
の

も
の

で

あ
る

と
い

う

　
　
　（
9

）

説
が

あ
る

。

次
に

年
期
の

推
定
を
建
長
三

年
の

場
合
で

考
え
て

い

く
。

四

　
教
忍
宛
消
息
を
建
長
三

年
と
推

定
し
た

場
合
の
「

慶
喜
」

　

上

記
に

述
べ

た

様
に

、

「

獲
信

見
敬
得
大

慶
」

部
分
の

推
敲
は

建
長

七

年
十
二

月
二

十
六

日

の

半
年
前
に

は
三

回
施
さ
れ

て

い

る
。

そ
こ

で

一

五
三

一 681
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親
鸞
の

年
代
に

お
け
る

表
現
変
遷
の

理
由

（

玉

　
木）

建
長
三

年
の

場
合
を
考
え
て

、

教
忍

宛
消
息
と
こ

の

部
分
の

推
敲
の

関

連

性
を

見
て

い

く
。

ま

ず
そ
の

推
敲
は

、

　
A

、

見
敬
得
大
慶
喜
人

　
B

、

獨

鼕
蜀

人

　
C

、

獲
信
見
敬

葵
蜀

　
D

、

獲
信
見
敬

蠱

と

以
上
の

も
の

が

挙
げ
ら

れ

る
。

　
A
は

尊
蓮
書
写
本
系
統
と
言
わ
れ

る

文
明
本
に

A
の

文
言
が

残
っ

て

い

る
こ

と

か

ら
、

尊
蓮
書

写
本

系
統
の

奥
書
の

記
す
宝

治
元

年
以

前
に

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（
10
）

は
こ

の

文
言
で

あ
っ

た

と

考
え
て

も
い

い

だ

ろ

う
。

　
B
は

坂
東
本

『

教
行
信
証
』

だ

け
に

残
る

文
言
で

あ
り

、

後
に
C
や

D
に

推
敲
さ

れ
て

い

る

為
、

こ

の

文
言
の

ま
ま

で

あ
る

理

由
は

分
か

ら

な
い

が
、

そ
の

最
下

限

を

C
の

文
言
に

推
敲
さ

れ

た

建
長
本
『

尊
号
真

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
11）

像
銘
文
』

の

奥
書
に

あ
る

建
長
七

年
六

月
ニ

ロ

と

し

て

お

く
。

　
A
か

ら
B
の

推

敲
は
い

つ

頃
施
さ

れ
た

か

は

分
か
ら
な
い

が
、

愛
知

県
妙
源
寺
蔵
の

鎌
倉
時
代
書
写
と

さ

れ
る

「

尊
号
真
像
銘
文
断
簡
」

に

は

坂

東
本
『

教
行
信
証
』

で

は

抹
消
さ

れ

て

い

る
「

見
敬

得
大
慶
喜
人
」

の

文
言
が

残
っ

て

い

る
。

ま

た

安
藤
章
仁
氏
は

、

こ

の

断
簡
を
筆
跡
の

字
形
か
ら

親
鸞
八

十
歳

前
後
に

書
い

た

も
の

を

真
仏
が

模
写
し

た

も
の

で

あ
る

と

述
べ

て

い

る
こ

と

か

ら
、

こ

の

年
代
付
近
ま
で

は
、

A
の

文

　
　

　
　
　

　
　
　

　
（
12
）

言
で

あ
っ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

ま
た
、

A
と

B
は

讃
銘

部
分
で

は

な
い

が
、

筆
者
は
こ

れ
も

讃
銘
と

の

関
連
を
考
え

て

い

る
。

理

由
と
し

て
、

坂

東
本
『

教

行
信

証
』

「

正

信
念
仏
偈
」

は

改

訂
跡
が

多
く

残
っ

て

い

る

が
、

大
半
は

、

讃
銘
と

し

て

用
い

ら

れ
る

「

本
願
名

号
正
定
業
」

〜

一

五

四

「

即
横
超

截
五

悪

趣
」

の

二

十

句
に

集

中
し

て

い

る

こ

と
、

ま

た

「

尊

号
真
像
銘
文
断
簡
」

に

は

A
の

文
言
が

あ
る

こ

と

か

ら
、

A
と

B
も
讃

銘
部
分
と

関
連
し

て

い

る

と

考
え
ら
れ

る
。

　
D
の

文
言
は

、

江
戸
時
代
の

宝
物
記
録
で

あ
る

「

宝

暦
十
二

壬
午
年

六

月
三

日
御
目
録
」

の

中
に

今
は

現
存
し

て

い

な
い

専
修
寺
本

『

教
行

信
証
』

の

奥
書
に

建
長
七

年
六
月
二

十
二

日
に

専
信
房
専
海
が

書
写
し

た

と
い

う
記
録
が

残
っ

て

い

た
こ

と

が
、

生

桑
完
明
氏
に

よ
っ

て

発
表

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
（
13
＞

さ

れ
て

い

る

為
、

こ

の

時
に

は

D
に

推
敲
さ

れ

た

と

考
え
ら

れ

る
。

　
以

上
の

結

果
、

A
か

ら

D
の

「

獲
信

見
敬

得
大
慶
」

部
分
に

お

け
る

三

回
の

推
敲
は

、

親
鸞
八

十

歳

前
後
頃
か

ら

八

十
三

歳
六
月
二

十
二

日

の

問
に

施
し
て

い

る
こ

と
が

分

か

る
。

そ
し

て
、

先
述
し
た

よ

う
に

教

忍

宛
消
息
の

年
期
推
定
の

根
拠
は

少
な

く
、

確
実
視
さ

れ
る

も
の

で

は

な
い

。

そ
れ

ら
を
踏
ま
え
て

も
先

行
研

究
の

い

う
建
長
三

年
も
し

く
は

七

年
と

推
定
さ
れ

る

教
忍
宛
消
息
の

年

代
と

「

獲
信
見
敬

得
大
慶
」

部

分
の

推
敲
は

年
代
的
に

見
て

、

ち
ょ

う
ど
一

致
す
る

の

で

あ
る

。

　
以
上

の

こ

と

か
ら

、

こ

の

部
分
の

推

敲
は

親
鸞
八

十
歳
前
後
頃
か
ら

八

十
三

歳
六
月
二

十
二

日

に

施
さ
れ
て

い

る

こ

と

を
考
え
れ
ば

、

時
期

的

に

見
て

も
教
忍
宛

消
息
の

「

慶
喜
」

の

字
釈
（
正

確
に

言
え
ば
そ

れ
に

対
応
し

た

教
忍
が
親
鸞
に

送
っ

た

「

慶
喜
」

の

質
問）

と

関
連
性
が

高
い

と

思
わ

れ

る
。
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五

　
結
語

　

先
行
研

究
で

関

東
門

弟
の

法
義
理
解
の

動
揺
と

関
連

性
を

指
摘
さ

れ

る

同
名
異

本
の

変
遷

を

手
が

か

り
に

親
鸞
晩

年
期
に

お
い

て

「

慶
喜
」

の

表
現
が

同

年
代
に

な
さ
れ

て

い

る

理

由
を

考
察
し

た
。

表
現
変
遷

が

見
ら

れ

る

こ

と

か

ら
「

正

信
念
仏
偈
」

と

く
に

讃
銘
部
分
に

着
目
し

た
。

「

消
息
」

と
い

う
書
物
の

特
性
上

、

「

十
二

月
二

十
六

日
」

の

日
付
か

ら
、

建
長
三

年

も
し

く
は

七

年
と

年
期

推
定
さ

れ

る

先
行

研
究
を

う
け
て

、

そ
の

関
連

性
を

見
た

。

「

尊

号
真
像
銘
文
断

簡
」

に

坂

東
本
『

教

行
信

証
』

で

は

抹
消
さ

れ

て
い

る

「

見
敬

得
大
慶

喜
人
」

の

文
言

が

あ
り

、

筆
跡
に

よ
っ

て

親
鸞
八

十
歳
前
後
頃
と

考
え
ら

れ
、

こ

の

部
分
の

推
敲

は

建
長
七

年
六

月
二

十
二

日

に

は

施

し

て

い

る
。

以

上

か

ら

時
期
的
に

見
て
、

建
長
三

年
も
し

く
は

七

年
と

年
期

推
定
さ

れ
る

教
忍

宛
消
息
が

関
連

し

て

い

る

と

考
え
ら

れ
る

。

こ

の

こ

と

か

ら
、

教
忍
が

親
鸞
に

対

し

て

送
っ

た

「

慶
喜
」

の

質
問
が

起
因
と

な
り

、

晩
年
期
に

い

く
つ

か

の

「

慶
喜
」

の

表
現
変
遷
が

施
さ

れ

た

も
の

と

考
察
し

た
。

1
　
門
川

徹
真
「

『

唯
信
鈔
文
意
』

の

書
誌
学
的
研
究

ー
流
布
本
の

特
異

　

性
に
つ

い

て

ー
」

（
『

真
宗
研
究
』

四
五

号
、

二

〇
〇
一

年、

一

六
二

〜

　
一

八

二

頁
）

な
ど

が

同
名
異
本
の

変
遷
と

関

東
門
弟
の

動
揺
と
の

関
連
性

　

に
つ

い

て

詳
し
い

。

2
　
『

浄
土

真
宗
聖

典
全
書
』

二

巻
（
以

下
、

『

浄
聖

全
』

二
）

、

本
願

寺
出

　

版
社

、

二

〇
一
→

年
、

八
三

二

頁
。

親
鸞
の

年
代
に

お
け
る

表
現

変
遷
の

理

由
（

玉

　
木）

3
　
多
屋

頼
俊
『

親
鸞
聖

人
全

御
消
息

序
説
』

真
宗
大
谷
派
宗
務
所
出
版
部、

　
一

九
七

四

年、

一

五

頁
。

宮
地

廓
慧
『

御
消
息
集
』

百

華
苑、

一

九

七
四

　

年
、

五
】

頁
参
照

。

4
　
専
修
寺
本
『
教
行
信
証
』

も
し

く
は
、

現

存
し
な
い

そ
の

祖
本
と

な
る

　

専
信
本
の

可

能
性
も
あ
る

。

5
　
書
物
と

門
弟
の

関
連
性
は
、

『

浄
聖

全
』

二

の

解
説
を

参
照

。

6
　
『

浄
聖

全
』

二
、

六

四

九
〜

六
五

五

頁
。

7
　
『

浄
聖

全
』

二
、

七

〇

六

頁
の

上

段
、

下
段、

対

校
本
と

比

較
し
た

。

8
　
『

門
侶

交
名
牒
』

（

『
真
宗
史
料
集
成
』

一

巻、

同

朋
舎
出
版

、

一

九

八

三

　

年、

一

〇

〇
八

頁）
。

9
　
常

磐

井
和

子
「

末

灯
鈔
を

読
み

解
く
二
」

『

高

田

学

報
』

八

八

号
、

　
二

〇

〇
〇

年、

一

頁
〜

二

三

頁
。

10
　
A
の

文
言
と

尊
蓮

書
写
本

系
統
文
明
本
の

扱
い

に
つ

い

て

は
、

重
見
一

　

行
『

教
行
信
証
の

研
究

ー
そ
の

成

立

過
程
の

文
献
学

的
考
察

　
』

法

　

蔵
館

、

一

九
八
一

年
、

＝
ご

五

〜

＝
二

六

頁

参
照

。

11
　
B
に
つ

い

て

は

『

親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』

　一

巻
、

法
蔵
館、

一

九
七

三

　

年
、

一

四
七

頁
。

C
の

文
言
に

つ

い

て

は

『

浄
聖
全
』

二
、

六
五

五

頁
。

　

C
に

つ

い

て

は
、

先
述

し
た
た

め
こ

こ

で

は

省
略
す
る

。

12
　

安
藤
章
仁
「

新
発
見
の

真
仏
書
写

聖

教
に

つ

い

て
」

『

印
度
学

仏
教

学

　

研
究
』

五
八

巻
二

号
、

二

〇
一

〇

年、

一

〇

九
二

〜
一

〇

九
七
頁
参
照

。

13
　
生

桑
完
明
「

高
田

伝

来
の

教
行
信
証
真

本
に
つ

い

て
」

『

真
宗
研

究
』

　
二

号、

　一

九

五

六

年
、

　一

〜
一

〇

頁
参
照

。

研
究
が

進
み

現
在
は

専
信

　

本
を

転
写
し

た

も
の

が

現
存
の

専
修
寺
本
で

あ
り

、

書

写
者
は

真
仏
と

　

考
え
ら

れ
て

い

る
。

〈

キ
ー

ワ

ー

ド
〉

　
「

正
信
念
仏
偈
」

、

『

尊
号
真
像
銘
文
』

、

「

御
消
息
」

、

慶

喜

　
　
　
　

　
　
（

龍
谷
大
学
大

学
院
）

一

五
五
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